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日本統治期の旧制高校の軌跡と今
昔の国立台湾師範大学は、中等教育教員の養成と台湾教
育政策の研究で知られていましたが、1990年以後は、民主
化運動の展開により、元の機能を維持しつつ、総合大学に
転換しています。国立台湾師範大学のルーツは、日本統治期
の1922年に設立された台北高等学校です。台北高等学校
は終戦直後に台北高中に改編されましたが、1年後再び改
編され、同じ場所で台湾師範学院として新設されました。そ
の後、台湾師範学院はいくつの改編を経て、現在の国立台
湾師範大学になりました。国立台湾師範大学の前身である
台北高校は、日本統治時代に自由自治の名をはせ、1929年
にアメリカから購入した自由の鐘が行政ビルの三階に飾られ
ています。自由の鐘を含め、元台北高校が使っていた生徒控
室、講堂、行政ビルは、今も保存され、使われています。この
歴史ある学校は、様々な領域で有名人を輩出しています。
2020年7月末に亡くなった元台湾総統・李登輝や、直木賞を
受賞した邱永漢も台北高校の卒業生です。

1945年の日本の敗戦で台湾は中華民国の領土にな
り、台湾の社会は再び激しい変化を迎えました。当時
の台湾には政府と民衆の対立だけではなく、台湾人
と中国大陸からの移民のあいだでも衝突がありまし
た。激突の頂点になった台湾人デモの二二八事件は
政府に弾圧されました。台湾社会は緊張と不安に包
まれました。それは、台北高校から新設された台湾師
範学院においても例外ではありませんでした。1949
年3月22日、師範学院の学生が自転車を二人乗りし
ていたという理由で警察に取り調べられ、暴行を受け
ました。この事件は台湾大学と師範学院の学生の不
満を招き、数百名の学生が集まって警察局の前でデ
モをしました。警察は世論の圧力に屈し2人の学生を
釈放しましたが、この事件が共産党によるものだとし
ました。4月6日に警察及び軍隊が学校に侵入して数
百名の学生を逮捕、うち7人が死刑に処されました。
この事件は逮捕の日付から、四六事件と呼ばれます。
四六事件後、戒厳令体制の下、師範学院は校内の思
想教育の強化を始めました。四六事件は自由自治の
台北高校から保守的な師範学校に転換する、重要な
きっかけとなりました。

2つの政権に挟まれた学校と学生

2.
1895年に台湾を領有した日本政府は、植
民地統治の必要から、台湾で近代教育を
推進しました。公学校の普及と識字率の向
上が台湾教育の基礎になった一方、台湾人
向けの教育機会は初等教育に限られ、学
制も日本人と異なり、日本の学校には進学
出来ませんでした。1922年、新たな同化政
策で日台共学を唱えた台湾総督府は、台北
高校や台北帝国大学の設立を始め、台湾
の中高等教育に取り組むはずでしたが、台
北帝国大学、台北高校にはいずれも、台湾
人学生の数を1割以下に制限するという不
文律があり、台湾人学生はさらに不平等な
状況に置かれ、中高等教育は一般の台湾
人にとっては手の届かない存在でした。台
北高校は日本統治時代の象徴的な最エ
リート学校であり、入学試験の難しさで知
られていました。台北高校に入学できる台
湾人学生は、エリート中のエリートでした。
自分の努力の成果により高等学校生という
身分を得たことに加え、自由な学風に恵ま
れ、台北高校の台湾学生は文明知識を楽
しむ機会を得るとともに、差別からも逃れら
れました。

植民地統治下の近代教育とは
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1990年代以前、台湾の公立中小学校の教員のポスト配置
は、国立台湾師範大学が率いる師範学校が握っていました。
政府の公費補助がある上に、卒業生の就職を保障する師範
学校は、日本統治期初代学務部長・伊澤修二が台湾に師範
学校を導入して以来、国家とともにありました。戒厳期は、
師範学校で政府寄りの保守派教員を養成し、次世代の学生
教育に影響を与えました。しかし、1990年代の民主化運動
により、教員養成の体系も解体され、多様な道が現れまし
た。これをきっかけに、国立台湾師範大学は総合大学に転
換し、学風も1950年代以来の保守的なものから、自由で開
放的なものへと変わりました。また、民主化の過程で、台湾
社会も日本統治時代の歴史を見直し、多様な視点を生み出
しました。師範大学を含め、台湾が日本統治時代に設立した
各高等教育機関は、長い間、日本統治時代の歴史に対して
は、無視ないしは曖昧な態度を取っていました。国立台湾師
範大学も、かつては1946年の台湾省立師範学院の設立を
大学の歴史の起点としていましたが、近年は学生との合意に
より、1922年の台北高校設立時に遡り、現在は2022年の
創立百周年記念活動の準備をしています。このように、改め
て国立台湾師範大学の歴史を知ることは、大学のアイデン
ティティのみならず、同時に台湾社会民主化後のアイデン
ティティを探求することにも繋がります。

一大学の歴史が
まさに台湾アイデンティティの歴史
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